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後輩たちの夢を後押し、校友会の多岐
にわたるサポート体制

法
政
大
学
校
友
会
は
、
「
一

般
社
団
法
人
」
に
移
行
後
7
年

を
経
過
し
、
国
内
パ
ー
ト
ナ
ー

組
織
79
海
外
拠
点
17
を
展
開
す

る
、
日
本
の
私
学
を
代
表
す
る

重
厚
な
卒
業
生
組
織
へ
と
発
展

を
続
け
て
お
り
ま
す
。

会
員
各
位
の
日
頃
の
ご
支
援

に
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
突
然
世
界
を
覆
っ
た

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
様
々
な
ご
苦

労
の
日
々
を
お
過
ご
し
の
こ
と

と
存
じ
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な

時
こ
そ
「
青
春
の
ふ
る
里
」
を

同
じ
く
す
る
法
政
大
学
校
友
会

の
仲
間
は
、
三
密
を
避
け
つ
つ

お
互
い
に
励
ま
し
あ
い
、
社
会

の
次
の
発
展
に
向
け
進
ん
で
参

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

こ
う
し
た
環
境
の
下
、
2
0

2
0
年
の
法
政
大
学
校
友
会
と

致
し
ま
し
て
は
、
何
よ
り
も
ま

ず
関
係
者
の
安
全
を
優
先
し
た

運
営
を
心
掛
け
て
参
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。

従
い
ま
し
て
栃
木
県
校
友
会

の
皆
様
に
素
晴
ら
し
い
ご
準
備

を
戴
き
ま
し
た
「
第
28
回
全
国

卒
業
生
の
集
い
・
栃
木
大
会
」

に
付
き
ま
し
て
は
、
誠
に
残
念

な
が
ら
1
年
延
期
（
第
29
回
同

・
秋
田
大
会
も
1
年
繰
り
延
べ
）

と
致
し
ま
し
た
。

ま
た
、
9
月
の
「
第
19
回
オ

ー
ル
法
政
ゴ
ル
フ
大
会
�
総
長

杯
�」は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

2
0
2
1
年
1
月
31
日
開
催
予

定
の
2
0
2
1
年
「
オ
ー
ル
法

政
新
年
を
祝
う
会
」
に
付
き
ま

し
て
は
、
現
在
保
留
と
致
し
て

お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
に
よ
り
、

全
国
の
仲
間
が
親
し
く
集
え
る

日
が
一
日
も
早
く
訪
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

校
友
会
の
行
事
・
運
営
に
付

き
ま
し
て
は
、
法
政
大
学
校
友

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
是
非
ご
覧

く
だ
さ
い
。

一
方
、
皆
さ
ま
も
報
道
を
通

じ
て
ご
存
知
の
通
り
、
母
校
で

学
ぶ
学
生
に
付
き
ま
し
て
は
こ

の
非
常
事
態
の
下
で
経
済
的
に

困
窮
す
る
方
々
も
多
く
発
生
し

て
い
る
模
様
で
、
皆
さ
ま
の
支

援
を
必
要
と
し
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
は
校
友
会
憲
章
に
も

「
社
会
に
価
値
を
提
供
」
し
た

い
、
と
謳
っ
て
お
り
ま
す
が
、

日
本
の
将
来
を
担
う
若
者
へ
の

支
援
も
重
要
な
価
値
の
提
供
で

あ
る
と
存
じ
ま
す
。

我
々
は
縁
あ
っ
て
法
政
を
青

春
の
ふ
る
里
と
し
て
い
ま
す
。

母
校
で
学
ぶ
若
者
を
皆
さ
ま
と

一
緒
に
支
援
す
る
事
に
よ
り
、

日
本
の
将
来
に
貢
献
で
き
れ
ば

幸
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

「
私
立
大
学
ブ
ラ
ン
ド
は
卒

業
生
が
創
る
」
と
の
言
葉
が
有

り
ま
す
。

伝
統
あ
る
東
京
六
大
学
の
卒

業
生
と
し
て
、
2
0
2
0
年
度

も
誇
り
を
胸
に
皆
様
と
共
に
進

ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

リモート会議形式の画期的な総会

未
曽
有
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
2
0
2
0
年
度
の
定
時
総

会
は
、
7
月
18
日
に
「
三
密
」
を
回
避
し
、
経
済
産
業
省
推

奨
の
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
バ
ー
チ
ャ
ル
株
主
総
会
」
を
参
考

に
開
催
し
た
。
東
京
・
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
実
出
席
、

意
思
表
示
書
に
よ
る
出
席
、
遠
隔
地
等
か
ら
の
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に

よ
る
出
席
の
三
様
の
出
席
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
。

4
議
案
全
て
が
承
認
さ
れ
、
法
人
格
校
友
会
7
年
目
と
し

て
、
伝
統
を
受
け
継
ぎ
さ
ら
な
る
飛
躍
の
年
と
位
置
付
け
し

ス
タ
ー
ト
し
た
。

総
会
は
豊
田
信
哉
副
会
長
の

総
合
司
会
で
始
ま
り
、
例
年
通

り
大
学
・
校
友
会
・
後
援
会
物

故
者
へ
の
黙
祷
、
田
中
優
子
総

長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
代

読
）
、
佐
々
木
会
長
の
挨
拶
に

続
き
、
会
長
を
議
長
と
し
て
総

会
議
事
が
執
り
行
わ
れ
た
。

定
時
総
会
用
の
「
事
業
報
告

書（
案
）・
決
算
報
告
書（
案
）」

「
事
業
・
予
算
計
画
書
（
案
）
」

「
会
長
・
監
事
・
理
事
選
任
」

お
よ
び
「
定
款
・
付
属
規
程
の

一
部
改
正
（
案
）
」
の
審
議
事

項
等
関
連
資
料
は
、
定
時
総
会

の
3
週
間
前
に
対
象
の
理
事
・

代
表
議
員
・
監
事
に
校
友
会
事

務
局
よ
り
発
送
さ
れ
た
。

定
款
に
よ
り
議
長
に
佐
々
木

会
長
を
選
任
し
た
。

林
公
美
事
務
局
長
が
出
席
状

況
を
報
告
、
過
半
数
の
成
立
要

件
を
満
た
し
、
総
会
の
成
立
を

宣
言
し
た
。

全
議
案
可
決

承
認
さ
れ
る

第
1
号
議
案
「
2
0
1
9
年

度
事
業
報
告
書
案
及
び
決
算
報

告
書
案
の
件
」
に
つ
き
、
矢
部

豊
監
事
か
ら
監
査
報
告
が
な
さ

れ
た
。事
業
報
告
に
つ
い
て
は
、

豊
田
副
会
長
か
ら
、
「
オ
ー
ル

法
政
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
絆

を
よ
り
一
層
強
固
に
し
、
「
新

校
友
会
憲
章
」
に
則
っ
た
実
践

行
動
の
も
と
、
諸
課
題
を
こ
な

し
て
き
た
と
事
業
報
告
が
な
さ

れ
た
。
同
決
算
を
小
林
清
宣
副

会
長
が
、
資
料
に
て
説
明
し
報

告
さ
れ
た
。

第
2
号
議
案
「
2
0
2
0
年

度
事
業
・
予
算
計
画
書
案
の
件
」

は
、豊
田
副
会
長
が「
法
人
化
7

年
目
を
迎
え
た
校
友
会
は
充
実

・
発
展
期
に
入
っ
た
。特
に
目
新

し
い
事
業
・
施
策
は
な
く
、前
年

度
に
引
き
つ
づ
き
、
ブ
ロ
ッ
ク

制
度
の
活
動
促
進
と
若
手
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
主
眼
と
し

て
、課
題
の
解
決
に
注
力
す
る
。

校
友
会
の
正
会
員
は
5
万
名

を
突
破
し
た
が
、
2
0
1
2
年

度
以
前
卒
の
終
身
会
員
数
が
微

増
に
留
ま
り
、
青
壮
年
層
（
30

〜
60
歳
）
が
中
抜
け
状
態
で
あ

り
、
各
パ
ー
ト
ナ
ー
組
織
に
あ

っ
て
は
青
壮
年
層
の
終
身
会
員

を
増
や
す
こ
と
が
、
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。

校
友
会
は
、
人
生
1
0
0
年

時
代
の
法
政
校
友
の
共
有
資
産

で
あ
り
、
終
身
会
費
を
納
入
し

共
有
資
産
を
持
続
さ
せ
よ
う
」

と
力
強
く
事
業
計
画
案
を
説
明

さ
れ
た
。

引
き
続
き
、
予
算
計
画
を
小

林
副
会
長
が
資
料
に
基
づ
き
説

明
し
た
。

第
3
号
議
案
は
、
「
役
員
改

選
の
件
」
で
（
1
）
会
長
並
び

に
監
事
選
任
の
件
、
（
2
）
理

事
選
任
の
件
に
つ
い
て
は
中
央

選
挙
管
理
委
員
会
豊
田
委
員
長

か
ら
、
役
員
推
薦
委
員
会
答
申

書
並
び
に
理
事
候
補
者
推
薦
答

申
書
が
報
告
さ
れ
審
議
決
定
さ

れ
た
。
監
事
は
後
援
会
か
ら
1

名
加
わ
り
5
名
と
な
っ
た
。

第
4
号
議
案
は
「
定
款
及
び

付
属
規
定
の
一
部
改
正
案
の

件
」
と
し
て
豊
田
副
会
長
か
ら

説
明
が
な
さ
れ
た
。

以
上
、
審
議
の
結
果
、
4
議

案
全
て
が
可
決
承
認
、
総
会
は

滞
り
な
く
終
結
し
た
。

閉
会
の
言
葉
と
し
て
、
佐
々

木
郁
夫
会
長
よ
り
「
『
青
年
日

本
の
代
表
者
』
と
し
て
の
誇
り

を
胸
に
、
法
政
大
学
校
友
会
が

一
丸
と
な
っ
て
コ
ロ
ナ
禍
を
乗

り
切
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

挨
拶
が
あ
っ
た
。

最
後
に
、
本
総
会
で
任
期
満

了
で
退
任
さ
れ
る
校
友
会
法
人

化
に
尽
力
さ
れ
た
桑
野
秀
光
特

別
名
誉
顧
問
、
豊
田
信
哉
副
会

長
、
矢
部
豊
監
事
か
ら
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
閉
会
と
な
っ
た
。

（
広
報
部
会
長

勝
又
秀
雄
）

AUG.01.2020

法
政
大
学
校
友
会

会
長
挨
拶

開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
役員改選、規約改定など4議案が可決承認

佐
々
木

郁
夫
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他
大
学
校
友
会
に
先
駆
け

通
信
と
文
書
に
よ
る

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
型
総
会
を
開
催

他
大
学
校
友
会
に
先
駆
け

通
信
と
文
書
に
よ
る

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
型
総
会
を
開
催
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Ⅰ 2020年度基本方針
一般社団法人法政大学校友会は、2014年一般社団法人化して以降2020年度で7年目を迎え、現在パートナー
組織79団体、海外組織17団体と重厚な組織となっている。加えて、全ての世代が繋がるネットワーク構築の第
一歩として、昨年青年オレンジ部会を発足させ、青年層の校友も参加する組織への進化を目指している。
2020年度は、期初から世界的規模で広がった新型コロナ感染症の拡大防止に向けた社会的な要請を踏まえ、
校友会の活動は基本的に昨年度の活動を踏襲し、社会情勢に応じて必要な施策を適宜行うこととする。
また、現下の情勢は会員の健康・安全が重要な時期でもあり、母校を同じくする全ての世代が、繋がり協力
し合うことにより、過去に経験した事の無いこの難局を共に乗り切って行くこととする。
併せて役員の改選年度に当たり、校友会の経験と新たな発想を備えた本部執行担当理事（副会長）を拡充し、
法政大学校友会憲章を根幹に置いたうえで、全国のパートナー組織と共に校友会活動の質的向上を実現する体
制を整備する。

「法政大学校友会憲章」
私達は、
法政大学卒業生として自由を基本に自主性と多様性を守り

持続可能な社会を実現するために「価値」を創造します
行動指針
1．私達は、人を大切にし、世界で活躍する卒業生と母校が社会・世界・人類の平和と発展に貢献するた

めに価値を創造します。
2．私達は、ライフステージに応じて自由に参加し、価値の創生・共創を進めます。
3．私達は、全員が価値を提供して自己実現を行い、体験を通して自己足跡を残すことを支援します。
4．私達は、自主性と多様性を尊重し、大学・後援会・校友会が三位一体となりオール法政のネットワー

クを強固なものとします。
5．私達は、倫理と社会責任を自覚し、校友会の絆をさらに強めます。
6．私達は、情報の価値を認識し、適正に管理発信し且つ保護します。

1
月
25
日
（
土
）
、
公
認
会

計
士
法
友
会
主
催
に
よ
る
『
公

認
会
計
士
試
験
合
格
祝
賀
会
』

が
、
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ボ

ア
ソ
ナ
ー
ド
・
タ
ワ
ー
26
階
の

ス
カ
イ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

令
和
元
年
度
の
公
認
会
計
士

試
験
で
は
、
本
学
（
学
部
・
大

学
院
）
か
ら
34
名
が
合
格
し
ま

し
た
。
こ
の
う
ち
16
名
が
在
学

中
で
の
合
格
で
す
。

祝
賀
会
は
、
田
中
優
子
総
長

を
は
じ
め
、
日
本
公
認
会
計
士

協
会
の
柳
澤
義
一
副
会
長
、
大

学
常
務
理
事
、
監
事
、
後
援
会
、

校
友
会
、
同
窓
会
お
よ
び
士
業

の
会
の
役
員
、
学
部
長
、
担
当

教
授
な
ど
の
大
学
関
係
者
、
公

認
会
計
士
の
卒
業
生
、
約
1
4

0
名
が
出
席
し
、
盛
大
な
会
と

な
り
ま
し
た
。

佐
々
木
校
友
会
会
長
は
合
格

者
に
対
し
て
「
日
本
を
代
表
す

る
最
難
関
の
試
験
に
、
こ
れ
だ

け
多
く
の
皆
さ
ま
が
合
格
さ

れ
、
卒
業
生
一
同
、
大
変
う
れ

し
く
、
ま
た
、
誇
ら
し
く
思
い

ま
す
。
様
々
な
苦
労
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
よ
く
言
わ
れ
る

こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
資
本

主
義
を
支
え
て
い
る
の
は
皆
さ

ま
の
よ
う
な
仕
事
で
す
。
従
っ

て
、
使
命
感
は
非
常
に
重
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
法
政

大
学
は
各
分
野
で
活
躍
す
る
先

輩
が
多
く
、
そ
の
人
た
ち
と
の

つ
な
が
り
が
皆
さ
ま
の
仕
事
に

も
必
ず
や
大
き
な
力
に
な
る
と

思
い
ま
す
し
、
私
た
ち
に
と
っ

て
も
皆
さ
ま
と
の
つ
な
が
り
は

大
き
な
力
に
な
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
校
友
会
の
活
動
に

若
い
こ
ろ
か
ら
参
加
い
た
だ

き
、
つ
な
が
り
を
大
き
な
力
に

し
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

必
ず
皆
さ
ま
の
た
め
に
な
る
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
激
励
の
言

葉
を
述
べ
、校
友
会
賞
と
し
て
、

卒
業
生
の
合
格
者
全
員
に
表
彰

状
と
お
祝
い
金
を
、
贈
呈
し
ま

し
た
。

校
友
会
賞
は
、
本
学
が
設
置

す
る
学
校
の
卒
業
生
の
中
で
、

本
学
の
名
を
高
め
る
こ
と
に
著

し
く
寄
与
し
た
と
認
め
ら
れ
る

者
に
贈
ら
れ
る
賞
で
す
。
在
学

生
に
は
後
援
会
賞
が
贈
ら
れ
ま

す
の
で
、
校
友
会
賞
の
授
与
と

合
わ
せ
て
、
合
格
者
全
員
の
栄

誉
を
讃
え
る
も
の
で
す
。

合
格
祝
賀
会
は
、
田
中
総
長

の
祝
辞
、
日
本
公
認
会
計
士
協

会
の
柳
澤
副
会
長
の
祝
辞
、
合

格
者
と
の
記
念
撮
影
な
ど
を
は

さ
み
、
和
や
か
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
会
の
途
中
、
先
生
方
や
先

輩
方
か
ら
の
厳
し
く
も
温
か
い

お
祝
い
と
激
励
の
言
葉
が
合
格

者
に
送
ら
れ
、
最
後
は
、
応
援

団
の
エ
ー
ル
で
全
員
円
陣
を
組

ん
で
の
校
歌
斉
唱
で
終
了
し
ま

し
た
。

（
公
認
会
計
士
法
友
会

事
務
局
長

河
西
正
之
）

Ⅱ 主要施策
既存施策の継続を基本とし、その中で主要施策を定め、運営を行うこととする。

1．全ての世代が繋がるネットワーク拡充
（1）会員拡大への再取組み
これまで、既卒者終身会員を毎年約600名増加させるとの目的のもと取組みを行ってきたが、近年約200名

前後の増加に留まり、このままでは財政運営が悪化する恐れがある。とりわけ脆弱である青壮年層を拡大さ
せることは、“全世代が繋がる”校友会の世代交代に備えるために喫緊の課題であり、約600名の終身会員増
加の実現に向けた取組みを実施する。
①熟年：3大イベントや卒業50年の卒業生に向けた取り組みを継続し、その中で終身会員増加を目指す。
②壮年：全ての世代が繋がるネットワーク構築に向けた最重要課題とし、仕事で活用できる機会の構築、特
に就職活動面での在学生へのサポート体制構築を行い、そのうえで終身会員の増加を目指す。
③青年：2019年10月に発足した「法政オレンジコミュニティ」を軸に、主に20・30代の卒業生を対象とした
イベントを開催し、校友会の認知を図るとともに、終身会員の増加を目指す。

（2）パートナー支部の拡大とブロック体制の強化
校友会の永続的な発展の実現に向けて、地域組織・学部組織・スポーツ組織等のパートナー組織の拡充は
極めて重要である。また、制度発足3年目を迎えるブロック体制は「パートナー組織の自主的な活動の促進」
の一翼を担っている。プロジェクトを立ち上げるとともに、パートナー組織の更なる拡充に向け取組みを実
施する。
①ＣＣＳ企画事業の充実、マニュアルの整備、全国の事例共有
②ブロック体制の定着と運営体制の確立
③パートナー組織の更なる拡充の実現

2．「価値創造」イベントの推進
校友会における大きな価値の一つとしてネットワークが挙げられるが、世代・地域・職業等により価値や
ネットワークの在り方は多様である。イベント等を通じて、校友にとっての価値を様々な形で提供していく。
①様々な世代が繋がる機会となる取組み
②パートナー組織における地域・職業等のニーズに合わせた取組み
③オール法政を目指し、大学・後援会・校友会の三者で連携した取組み
④女性層の受け入れの促進を実現する取組み

3．大学・学生支援活動の充実
校友会における大学・学生への財政面での支援は重要な事業の一つである。奨学金をはじめとした寄付に
ついては、2019年度に引き続いて行うこととする。また、将来的な継続性も考慮し、寄付金委員会主導のも
と各校友等からの寄付金受け入れ体制の確立や収益事業の検討を行う。
①一般社団法人法政大学校友会奨学金、ＳＧＵ基金をはじめ、既存の支援活動の継続
②株式会社エイチ・ユーと連携した収益事業の検討
③ブロックまたはパートナー組織との連携事業の検討

4．本部運営の強化
校友会の永続的な発展の実現のため、パートナー組織との連携、また大学・後援会との連携は必要不可欠
であり、そのためには本部運営の強化が重要となる。本部運営に関わる諸取組みを実施する。
①本部執行担当理事の機能強化
②部会の在り方の検討
③会員情報管理の整備と盤石なネットワーク体制の構築
④オンライン・オフラインによる情報発信・伝達の充実
⑤事務局体制の強化・見直し

合格祝賀会にて
校友会賞を授与

合格祝賀会にて
校友会賞を授与

令和元年度公認会計士試験2020年度一般社団法人法政大学校友会事業計画 2020年7月18日
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2019年度に8番目の部会として「青年オレンジ部会」を新設いたしま
した。前号でもご紹介しておりますが、その経緯とこれまでの活動につ
いて改めてご紹介いたします。

〈新設の経緯〉
2013年度卒業生より、卒業と同時に校友会に入会し会員となる制度を
導入して以降、毎年約6000名の卒業生が校友会に加わり、7年が経過し
たのでその規模は約4万2000名にのぼります。2012年度以前に卒業した
方の終身会員が約7000名でしたので、青年層の割合が大きく上回ること
となりました。その中で、校友会として、青年層に対して校友会に所属
している価値を提供すること、卒業後も母校とのつながりを実感しても
らうことを目的に様々な取組みを実施するべく、2019年7月、8番目の部
会として「青年オレンジ部会」が発足しました。
まずは自動的に終身会員となる年度同期会所属の卒業生、そして20～

30代の青年層を対象として取組みを実施しています。

〈青年オレンジ部会の活動〉
青年オレンジ部会は、青年層のニーズをくみ取った企画の実施や宣伝

活動を行うため、20～30代の卒業生および職員で構成されています。部
会員の卒業学部や経歴は様々で、約30名の部会員で活動しています。

部会の中で4つのグループに分けて、様々な企画を検討しています。
イベントを企画するグループ、卒業生サービスを検討するグループ、

法政グッズを作るグループなど幅広いテーマで構成しています。
より多くの卒業生に校友会のことを知ってもらい、さらに校友会活動

に参加してもらえるよう、これからも取組みを続けてまいります。
（青年オレンジ部会長 半田朋之）

□青年層に向けた各種イベントの実施
□青年層・法政大学在学生に向けた情報発信・広報活動
□年度同期会、パートナー組織のジュニアクラブとの連携
□法政大学との連携した取組み実施、大学のブランド力向上

青年オレンジ部会の発足と併せて、各世代の
卒業生が集うコミュニティ「HOSEI Orange
Community（HOC）」を立ち上げております。
法政大学はこれまで約50万名の卒業生を輩出

しており、全国・世界各地で活躍しています。
そのネットワークは社会で大きな力として発揮
されます。そのネットワークをより一層強化す
るためHOCを立ち上げました。このコミュニ
ティでは、まずは20～30代の青年層の卒業生の
取り込みに力を注ぎます。HOCに参加して、ネ
ットワークの力、メリットを感じてください！
きっと現在や今後の仕事、挑戦したいことや趣
味の開拓などに活用できます。ただ、本当のコ
ミュニティの力は各世代が集まり世代を越えて
交流するときに、最も発揮されます。将来的に
は卒業生全体を巻き込んだコミュニティに拡大
することを目指します。

HOCのこれまでの取組み
イベント実施報告

●11月30日（土）「HOSEI Casual Party」
（市ケ谷キャンパス スカイホール）
HOC発足後、初のイベントとして「HOSEI

カジュアルParty」を開催しました。「法政大学
出身」をキーワードに120名の卒業生が集いまし
た。大学時代の話、社会人の話、様々なテーマ
で交流が行われ盛況となりました。また、ここ
数年の間に「富士見ゲート」や「大内山校舎」
が完成し、市ケ谷キャンパスは様変わりしたの

で、キャンパスツアークイズを行い、新しい市
ケ谷キャンパスを見学していただきました。
●1月26日（日）「異業種・同業種交流会」（グ
ランドニッコー東京 台場）
「オール法政新年を祝う会」との合同企画と

して実施しました。20～30代の卒業生が100名近
く集まり、異業種または同業種のグループで交
流を行いました。また、「オール法政新年を祝
う会」の合同企画であることを活かして、来賓
としてご出席いただいた法政大学の卒業生であ
る菅義偉内閣官房長官と鈴木直道北海道知事に
特別ゲストとしてお越しいただき、ご挨拶いた
だきました。貴重な体験に参加者から大きな歓
声が沸きました。さらに、各界の第一線で活躍
する卒業生の方々にも青年層の卒業生に対して
激励をいただきました。合同企画は初めての試
みでありましたが、「新年を祝う会」にも参加
してみたいとの声があがり、今後幅広い世代が
繋がることに一翼を担うことが期待されます。
●2月23日（日）「ゴルフ教室」
HOC初のスポーツ企画として、江戸川区の

「フナボリゴルフ」にて「ゴルフ教室」を開催
しました。法政大学ゴルフ部員4名の協力の下、
15名の参加者に対して、丁寧な指導をしてくれ
ました。参加者のゴルフ歴は様々で、ゴルフが
上達したい方、これからゴルフを始めたい方な
どが参加し、とても楽しみながらプレーをして
いました。

新型コロナウイルス感染症拡大の影響も
あり、3～5月に予定されていたイベント
は延期といたしました。予定したイベント
は、状況を見ながら、9月以降に実施を検
討します。
その中で、企業等ではテレワークが進み、

また様々なオンライン動画ツールが登場し
ました。HOCでも、こういう時だからこそ
卒業生の繋がりを大事にという思いの下、
自宅で参加できるオンラインイベントを複
数行いました。

●5月23日（土）「第一弾オンライン交流会」

各種イベントが延期・中止となる中、動画ツ
ール「ZOOM」を使用して「オンラインイベン
ト 卒業生交流会」を開催しました。21名の参
加者が旅行・グルメ・スポーツなどそれぞれ関
心のあるテーマのグループに分かれて交流しま
した。オンライン開催であるため、普段は仕事
や子育てが大変で中々参加できないといった方
が参加してくれました。また、首都圏だけでは
なく、遠方からの参加者もいて、改めて法政大
学のネットワークの大きさを感じるイベントと
なりました。
●6月7日（日）「第二弾オンラインイベント
業種別・異業種交流会」
第一弾のオンラインイベントが大好評であっ

たことを受けて、すぐに第二弾のオンラインイ
ベントを開催いたしました。第一弾を上回る約
50名が参加しました。第一弾とは趣向を変えて、
金融・IT・公務員など業種をテーマに交流したた
め、仕事の悩みを同業種の方と共有したり、異
業種の方と情報交換をして転職活動に活かした
りと、多くの参加者に満足していただきました。
●6月14日（日）「オンラインヨガ体験会」
オンラインでのスポーツ企画となります。ヨ

ガインストラクターである卒業生の荒川恵利子
氏が講師を務め、ヨガ体験会を実施しました。
家にいる時間が増えている中で、家でできる

運動で体をリフレッシュしました。
●6月27日（土）「全国・海外オンライン交流会」
オンラインでは場所の制約がないことを生か

し、全国・世界各地にいる卒業生で集まる企画
を実施。海外からはハワイ・フィリピン・イン
ドネシア、国内からは大阪・香川・長野等から
参加していただきました。ネットワークは世界
に広がっています。

INFORMATION
ホームページ
「HOSEI Orange Community」
Twitter、Facebook、LINE
開設中！
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い
つ

ま
で
も
続
く
も
の
と
思
っ
て
い

た
矢
先
、
相
沢
先
生
が
急
逝
さ

れ
ま
し
た
。
先
生
が
普
段
か
ら

良
く
仰
っ
て
い
た
こ
と
、
「
過

去
に
捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
常

に
新
た
な
発
想
の
下
、
挑
戦
し

ろ
！
」
が
現
在
の
私
の
基
軸
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。そ
う
で
す
、

ま
さ
に
校
歌
の
歌
詞
に
出
て
く

る
�
進
取
の
気
象
�
で
す
。
先

生
か
ら
ご
教
示
頂
い
た
�
進
取

の
気
象
�
の
精
神
は
、
一
生
私

の
生
き
方
と
し
て
全
う
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
は
お
客
さ
ま
の�
挑
戦
�

を
支
え
る
会
社
に
勤
め
て
お
り

ま
す
が
、
今
日
の
私
が
あ
る
の

も
母
校
法
政
大
学
の
御
蔭
で
あ

り
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

頑
張
っ
て
行
く
所
存
で
す
。

法
政
大
学
に
進
学
し
な
け
れ

ば
、
今
の
私
は
い
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
。

そ
う
断
言
で
き
る
ほ
ど
自
主

マ
ス
コ
ミ
講
座
で
の
経
験
は
私

に
と
っ
て
大
き
な
も
の
で
し

た
。
講
座
で
は
意
識
の
高
い
仲

間
た
ち
と
共
に

学
び
、
切
磋
琢

磨
す
る
日
々
。

日
に
日
に
憧
れ

で
し
か
な
か
っ

た
マ
ス
コ
ミ
業

界
が
現
実
的
に

手
の
届
く
と
こ
ろ
ま
で
近
づ
い

て
き
て
い
る
！
そ
う
実
感
す
る

喜
び
は
ひ
と
し
お
で
し
た
。
お

か
げ
で
今
で
は
、
つ
ら
く
厳
し

い
就
職
活
動
も
大
学
時
代
の
大

切
な
思
い
出
と
し
て
心
に
残
っ

て
い
ま
す
。
現
在
、
在
名
古
屋

他
局
に
も
法
政
卒
の
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
が
何
人
も
い
ま
す
。
ラ
イ

バ
ル
局
で
あ
っ
て
も
、
「
法
政

・
自
主
マ
ス
」
と
い
う
仲
間
意

識
は
消
え
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
弊
社
に
も
毎
年
の
よ

う
に
法
政
卒
の
新
入
社
員
が
入

っ
て
き
ま
す
。
そ
の
た
び
に
マ

ス
コ
ミ
業
界
へ
の
強
さ
を
実
感

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
テ

レ
ビ
の
未
来
を
共
に
盛
り
上
げ

て
く
れ
る
よ
う
な
人
材
が
、
多

数
輩
出
さ
れ
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

�
法
政
お
お
わ
が
母
校
�を
卒
業
し
て
幾
年
。

各
地
で
活
躍
し
、そ
の
後
の
人
生
模
様
を
寄
稿
願
っ
た
。

ESSAY生
涯
勉
強
で
、地
域
社
会
に
貢
献

〈青年オレンジ部会の主な取組み〉

師
か
ら
学
ん
だ
進
取
の
気
象

青年オレンジ部会の取組み

20～30代の青年層の卒業生、
法政コミュニティに参加しましょう！

地
元
の
Ｔ
Ｖ
局
で
活
躍
で
き
る
の
は

WELCOME

鳥
取
県
境
港
市
建
設
部
次
長

鳥
取
県
校
友
会

代
表
議
員

灘

英
樹

’85
年

工
学
部
土
木
工
学
科

博
士
（
工
学
）

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険

㈱
神
戸
支
店
長

佐
野

元
昭

’90
年

経
営
学
部

経
営
学
科

校
友
随
想

中
京
テ
レ
ビ

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

松
原

朋
美

’11
年

国
際
文
化
学
部
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令
和
２
年

総
会

2
月
21
日
（
金
）
松
戸
商
工

会
議
所
大
ホ
ー
ル
で
55
名
の
会

員
参
加
の
下
、
令
和
2
年
の
総

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

校
友
会
か
ら
は
小
林
副
会
長

に
ご
臨
席
頂
き
、
冒
頭
、
岩
橋

支
部
長
か
ら
「
支
部
一
丸
と
な

っ
て
さ
ら
な
る
増
強
と
相
互
の

親
睦
を
図
ろ
う
」
と
の
力
強
い

挨
拶
が
あ
り
、報
告
・
議
案
事
項

の
全
て
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
小
林
副
会
長
か

ら
大
学
の
近
況
、
千
葉

8
支
部
を
代
表
し
て
外

房
法
友
会
古
山
会
長
か

ら
「
全
国
卒
業
生
の
集

い
栃
木
大
会
は
残
念
な

が
ら
延
期
と
な
り
ま
し

た
」
と
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

講
演
は
当
支
部
会
員

で
も
あ
る
神
谷
教
授
・

野
球
部
長
か
ら
「
今
年

の
神
宮
の
展
望
」
と
題
し
て
優

勝
間
違
い
な
い
と
い
う
力
強
い

お
言
葉
が
あ
り
、
続
い
て
や
は

り
当
支
部
会
員
の
流
経
大
駅
伝

コ
ー
チ
の
岡
田
氏
か
ら
「
今
春

の
箱
根
を
振
り
返
っ
て
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
今
秋
の
予
選
会
を

勝
ち
上
り
来
年
は
シ
ー
ド
を
必

ず
獲
る
と
の
お
話
で
し
た
。

市
役
所
法
友
会
の
荒
川
会
長

の
乾
杯
で
懇
談
に
入
り
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
は
落
研
卒
業
生

（
Ｓ
51
年
卒
）
の
田
面
宏
様
の

演
目
「
お
皿
脈
」
で
会
場
は
爆

笑
の
渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

最
後
は
元
野
球
部
大
塚
市
議

の
エ
ー
ル
と
と
も
に

全
員
が

円
陣
を
組
み
校
歌
斉
唱
し
、
盛

況
の
う
ち
に
閉
会
し
ま
し
た
。

（
副
支
部
長

松
山
幹
彦
）

中
小
企
業
診
断
士
は
「
経
営
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
を
認
定
す
る
唯

一
の
国
家
資
格
で
、
有
資
格
者
は

全
国
で
2
万
4
0
0
0
名
程
度
お

り
ま
す
。
「
取
得
し
た
い
ビ
ジ
ネ

ス
関
連
資
格
」
で
2
0
1
6
年
に

1
位
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

中
小
企
業
診
断
士
の
1
次
試
験

は
、1
万
4
0
0
0
名
前
後
が
受

験
し
ま
す
。合
格
率
は
約
2
割
で
、

二
次
試
験
も
同
様
に
2
割
の
合
格

率
で
、
結
局
4
％
ほ
ど
が
最
終
合

格
者
に
な
る
狭
き
門
で
す
。
（
日

本
経
済
新
聞
社
調
べ
）

こ
の
資
格
を
法
政
大
学
で
は
1

年
間
か
け
て
Ｍ
Ｂ
Ａ
と
共
に
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
組
ん
で
お
り
ま
す
。
〈
法
政

大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専
攻

（
専
門
職
大
学
院
）https://w

ww.im.i.hosei.ac.jp/educati
onal_program/mba/

〉

大
学
院
か
ら
参
加
す
る
他
校
出

身
者
の
方
も
、
も
ち
ろ
ん
本
会
へ

の
参
加
資
格
が
あ
り
ま
す
。

本
学
に
集
う
中
小
企
業
診
断
士

で
チ
ー
ム
を
組
み
、
校
友
の
経
営

相
談
を
お
受
け
し
た
り
、
学
生
諸

君
へ
の
知
識
啓
発
を
行
う
た
め

に
、
「
オ
レ
ン
ジ
会
」
と
い
う
親

し
み
の
あ
る
名
称
で
、
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

当
会
の
設
立
に
先
立
っ
て
、
中

小
企
業
診
断
士
の
栗
林
太
郎
氏

が
、
個
人
で
法
政
大
学
士
業
の
会

に
参
加
し
よ
う
と
い
う
呼
び
か
け

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
賛
同
す

る
形
で
、
す
で
に
校
友
会
活
動
に

参
加
し
、
組
織
部
会
長
の
金
澤
健

二
氏
が
中
小
企
業
診
断
士
で
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
発
起
人
と
し
て
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

志
を
同
じ
く
す
る
中
小
企
業
診

断
士
を
集
め
て
、
2
0
1
9
年
11

月
に
第
1
回
の
準
備
委
員
会
を
開

催
し
、
役
員
候
補
を
決
定
。
第
一

回
の
総
会
を
経
て
、
以
下
の
と
お

り
決
定
し
ま
し
た
。

会
長
：
内
藤
博
、
副
会
長
：
渡
辺

英
男
、
金
澤
健
二
、
幹
事
長
：
高

取
剛
充
、
事
務
局
長
：
西
真
一
、

会
計
：
栗
林
太
郎
、
Ｉ
Ｔ
担
当
：

葛
谷
篤
志

（
会
長

内
藤
博
）

■
連
絡
先

「
法
政
大
学

中
小
企
業
診
断
士

オ
レ
ン
ジ
会
」

事
務
局
長

西

真
一

Ｅ
メ
ー
ル
：

duke.july18@gmail.com

岩橋成行支部長の挨拶

第
３
回
か
な
が
わ
歌

声
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

神
奈
川
県
校
友
会
で
は
、
恒

例
と
な
っ
て
い
る
か
な
が
わ
歌

声
コ
ン
サ
ー
ト
を
、
2
月
21
日

（
金
）
川
崎
市
・
溝
ノ
口
の
高

津
市
民
館
に
お
い
て
開
催
し
ま

し
た
。
川
崎
市
を
中
心
に
幅
広

く
参
加
者
を
募
り
、
準
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
広
ま
っ

て
き
た
た
め
、
開
催
す
る
か
ど

う
か
難
し
い
判
断
を
迫
ら
れ
ま

し
た
。
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
の

設
置
や
手
洗
い
の
励
行
、
座
席

の
間
隔
を
空
け
る
な
ど
を
参
加

者
に
協
力
を
呼
び
か
け
、
ど
う

や
ら
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
な
お
、
2
時
間
に

わ
た
る
ス
テ
ー
ジ
の
ラ
ス
ト
で

は
法
政
大
学
校
歌
が
演
奏
さ

れ
、
卒
業
生
10
名
も
舞
台
に
上

が
り
、
一
般
観
客
の
手
拍
子
と

と
も
に
歌
い
上
げ
ま
し
た
。

（
神
奈
川
県
校
友
会犬

飼
隆
雄
）

学
生
顕
彰
事
業

文
学
部
同
窓
会
で
は
、
二
〇

一
五
年
度
か
ら
学
生
顕
彰
事
業

を
開
始
し
、
こ
の
春
で
五
年
を

迎
え
ま
し
た
。
「
文
学
部
同
窓

会
特
別
奨
励
賞
」
と
い
う
名
称

で
、
各
学
科
一
名
の
受
賞
者
を

毎
年
三
月
二
四
日
の
学
位
授
与

式
当
日
に
表
彰
し
て
い
ま
す
。

こ
の
賞
は
同
窓
会
組
織
の
目

的
の
ひ
と
つ
で
あ
る
学
生
支
援

を
実
質
化
し
て
、
文
学
部
の
学

生
と
し
て
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を

行
っ
た
学
生
を
顕
彰
す
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
学
業
や
ス
ポ
ー

ツ
に
お
け
る
成
績
の
表
彰
や
奨

学
金
の
授
与
は
大
学
や
各
競
技

団
体
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
れ
ら
と
は
別
に
多
様
な
形
を

と
っ
て
活
躍
し
た
文
学
部
生
を

表
彰
し
、
受
賞
者
に
は
賞
状
、

賞
金
、
記
念
品
を
授
与
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

大
学
祭
の
ス
タ
ッ
フ
活
動
や
創

作
活
動
な
ど
の
活
躍
を
掘
り
起

こ
し
、
文
化
・
学
術
活
動
に
貢

献
し
た
学
生
を
中
心
に
、
三
〇

名
あ
ま
り
の
受
賞
者
が
出
て
い

ま
す
。

表
彰
の
原
資
は
文
学
部
同
窓

会
会
員
か
ら
の
寄
付
金
で
成
り

立
っ
て
い
ま
す
の
で
、
会
員
に

支
援
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

（
文
学
部
同
窓
会
事
務
局
長

小
倉
淳
一
）

創
設
６０
周
年

記
念
式
典
を
開
催

2
0
1
9
年
12
月
6
日（
金
）

16
時
よ
り
、
法
政
大
学
経
営
学

部
創
設
60
周
年
記
念
式
典
が
、

市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ボ
ア
ソ

ナ
ー
ド
・
タ
ワ
ー
26
階
ス
カ
イ

ホ
ー
ル
に
て
、
『
第
一
部

記

念
講
演
会
お
よ
び
対
談
』・『
第

二
部

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
パ
ー

テ
ィ
ー
』
の
2
本
立
て
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、
元
伊
藤
忠
商

事
社
長
・
会
長
の
丹
羽
宇
一
郎

さ
ん
を
お
招
き
し
、
「
脱
株
主

・
従
業
員
重
視
の
経
営
」
に
つ

い
て
の
基
調
講
演
が
あ
り
、
そ

の
後
同
内
容
を
継
承
し
て
田
中

優
子
総
長
と
の
対
談
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
田
中
総
長
か
ら
は
、

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
「
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
ー
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
「
人
と
人
と
の
関
係
を
し

っ
か
り
持
つ
」
と
い
う
お
話
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
『
実
践
知
・

総
長
大
賞
』
の
発
表
と
授
賞
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
『
実
践
知

・
総
長
大
賞
』
に
は
、
経
営
学

部
長
岡
健
教
授
（
タ
イ

ト
ル
：
�
ワ
ー
ク
シ
フ

ト
�
の
実
践
知
は
可
能

か
？
）
が
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

会
の
終
盤
に
は
、
応

援
団
リ
ー
ダ
ー
部
指
揮

の
下
、
お
約
束
の
ス
ク

ラ
ム
校
歌
で
気
勢
を
挙

げ
、
最
後
は
記
念
撮
影

を
し
て
お
開
き
と
な
り

ま
し
た
。

〜
良
き
師
良
き
友
、
集

ひ
結
べ
り
〜

（
副
会
長

藤
野
晋
）

オ
ン
ラ
イ
ン
で

学
生
に
リ
レ
ー
講
義

わ
が
経
済
学
部
は
本
年
、
創

設
1
0
0
周
年
を
迎
え
、
10
月

31
日
（
土
）
に
薩
埵
ホ
ー
ル
で

祝
賀
会
を
行
い
ま
す
。
当
日
は

記
念
講
演
や
学
生
に
よ
る
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
、
記
念

パ
ー
テ
ィ
ー
が
催
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
学
部
の
1
0
0
周
年

記
念
事
業
企
画
と
し
て
、
「
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
か
ら
学
ぶ
自
由
を
生

き
抜
く
実
践
知
」
と
い
う
特
別

リ
レ
ー
講
座
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
半
期
2
単
位
の
正

課
で
、
同
窓
会
か
ら
も
4
名
の

会
員
が
講
義
を
担
当
し
、
授
業

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
、
7
月
第
1
週
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

6
月
6
日
（
土
）
開
催
の
同

窓
会
定
期
幹
事
総
会
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
の
た
め

集
会
形
式
を
や
め
、
書
面
形
式

に
よ
る
開
催
と
し

ま
し
た
。
ま
た
、

恒
例
の
花
見
や
海

外
旅
行
な
ど
の
諸

行
事
は
中
止
や
延

期
と
な
り
ま
し
た

が
、
自
粛
以
前
の

1
月
4
日（
土
）、

柴
又
七
福
神
巡
り

に
は
34
名
が
参
加

し
、
「
寅
さ
ん
」

の
柴
又
を
楽
し
み

ま
し
た
。

（
広
報
部
会

小

倉
尚
／
写
真

伊

藤
章
）

２
０
２
０
年

定
時
総
会
報
告

2
0
2
0
年
2
月
6
日（
木
）

19
時
（
ハ
ワ
イ
時
間
）
、
ホ
ノ

ル
ル
市
内
ワ
イ
キ
キ
に
て
、
Ｈ

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｉ
Ｉ
法
友
会
定
時
総
会

が
開
催
さ
れ
、
役
員
を
中
心
に

6
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

昨
年
8
月
に
あ
ら
た
に
結
成

さ
れ
て
か
ら
初
め
て
の
定
時
総

会
で
し
た
が
、
会
則
に
則
り
、

山
田
会
長
に
よ
る
議
事
進
行
が

行
わ
れ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
の

ハ
ワ
イ
ら
し
い
温
か
い
ご
協
力

に
よ
り
、
無
事
総
会
を
終
え
ま

し
た
。

そ
の
後
の
食
事
会
で
は
、
ハ

ワ
イ
・
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
な
ど

に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
フ
ァ

イ
ヤ
ー
・
グ
リ
ル
・
ワ
イ
キ
キ

に
て
、
名
物
の
ス
モ
ー
ク
ス
テ

ー
キ
な
ど
を
い
た
だ
き
、
で
き

た
ば
か
り
の
Ｈ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｉ
Ｉ
法

友
会
メ
ン
バ
ー
の
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。

席
上
、
当
会
の
認
知
向
上

と
会
員
増
員
を
し
て
い
こ
う

と
い
う
話
に
な
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
告
知
や
周
囲
へ
の
働
き
か

け
を
行
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う

と
い
う
、
発
展
的
な
ご
意
見

も
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

生
ま
れ
た
て
の
Ｈ
Ａ
Ｗ
Ａ

Ｉ
Ｉ
法
友
会
で
す
が
、
理
事

の
皆
さ
ま
お
よ
び
会
員
の
皆

さ
ま
の
温
か
い
サ
ポ
ー
ト
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
の
発
展
が
楽
し
み

で
す
。（

幹
事
長

近
藤
潮
）

中
小
企
業
診
断
士
オ
レ
ン
ジ
会

中
小
企
業
診
断
士
オ
レ
ン
ジ
会

本
学
卒
の
経
営
者
も
サ
ポ
ー

ト
す
る
プ
ロ
集
団
発
足
！

千
葉
県
校
友
会
松
戸
支
部

千
葉
県
校
友
会
松
戸
支
部

神
奈
川
県
校
友
会

神
奈
川
県
校
友
会

文
学
部
同
窓
会

文
学
部
同
窓
会

経
営
学
部
同
窓
会

経
営
学
部
同
窓
会

経
済
学
部
同
窓
会

経
済
学
部
同
窓
会

Ｈ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｉ
Ｉ
法
友
会

Ｈ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｉ
Ｉ
法
友
会

校友会紹介SERIES
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5
月
に
本
学
出
身
の
落
語
家
が
真
打
に
昇

進
し
ま
し
た
。
瀧
川
鯉
八
（
こ
い
は
ち
）
師

匠
（
本
名
・
吉
田
誠
）
で
す
。

文
学
部
哲
学
科
を
卒
業
後
、
2
0
0
6
年

に
古
典
落
語
の
爆
笑
派
・
瀧
川
鯉
昇
（
り
し

ょ
う
）
師
匠
に
入
門
し
、
落
語
家
人
生
を
ス

タ
ー
ト
。
前
座
時
代
に
古
典
落
語
で
は
名
人

に
な
れ
な
い
と
痛
感
、
落
語
を
自
作
す
る
こ

と
を
決
意
。
自
己
の
内
面
と
の
対
話
で
台
詞

を
紡
ぐ
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
、
『
俺
ほ
め
』

『
お
は
ぎ
ち
ゃ
ん
』
な
ど
の
ヒ
ッ
ト
作
を
連

発
。
人
気
ユ
ニ
ッ
ト
「
成
金
」
の
活
動
や
、

新
た
な
落
語
フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
い
る
落
語

会
「
渋
谷
ら
く
ご
」
で
鯉
八
人
気
に
火
が
つ

き
、独
演
会
も
満
員
御
礼
が
続
い
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
も
自
分
の
落
語
を
作
り
続
け
、

披
露
し
て
い
く
だ
け
」
と
語
る
鯉
八
師
匠
、

唯
一
無
二
の
落
語
道
を
歩
む
、
ま
さ
に
�
進

取
の
気
象
�
を
地
で
行
く
表
現
者
で
す
。

新
宿
末
廣
亭
を
皮
切
り
に
都
内
各
寄
席
で

予
定
さ
れ
て
い
た
真
打
昇
進
披
露
興
行
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
今
秋
10
月

に
延
期
に
な
り
ま
し
た
。

是
非
、
こ
の
機
会
に
�
鯉
八
ワ
ー
ル
ド
�

に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
演
芸
専
門
誌
『
東
京
か
わ
ら
版
』
編
集
部

編
集
主
任

岸
川
明
広
／
’02
年

社
会
学
部

社
会
政
策
学
科
卒
）

皆
さ
ま
初
め
ま
し
て
。私
た
ち
、

法
政
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会

（
通
友
会
）
は
、
校
友
談
話
室
に

お
い
て
、
校
友
会
豊
田
副
会
長
に

ご
臨
席
賜
り
、
発
起
人
17
名
で
設

立
総
会
を
開
催
し
、
本
年
3
月
1

日
に
発
足
し
ま
し
た
。

設
立
総
会
開
催
日
に
は
、
『
中

小
企
業
診
断
士
オ
レ
ン
ジ
会
』
の

設
立
祝
賀
会
に
も
参
加
さ
せ
て
頂

き
、同
会
の
内
藤
会
長
を
は
じ
め
、

渡
辺
副
会
長
、
金
澤
副
会
長
、
ま

た
校
友
会
佐
々
木
会
長
、
増
田
大

学
常
務
理
事
ほ
か
関
係
役
員
の
皆

さ
ま
に
も
ご
挨
拶
で
き
ま
し
た
こ

と
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
通
友
会
は
、
法
政
大
学

通
信
教
育
部
の
卒
業
生
を
主
対
象

と
し
た
校
友
会
で
す
。通
教
生
は
、

指
定
テ
キ
ス
ト
等
か
ら
課
題
レ
ポ

ー
ト
を
作
成
し
て
単
位
習
得
試
験

で
合
格
し
、
卒
業
ま
で
の
単
位
を

積
み
重
ね
て
い
く
学
習
方
法
が
基

本
で
す
。
ま
た
、
通
教
生
の
住
ま

い
も
広
域
に
わ
た
り
ま
す
が
、
市

ケ
谷
校
舎
の
他
、
全
国
で
開
催
す

る
ス
ク
ー
リ
ン
グ
や
学
生
会
の
場

で
全
国
の
通
教
生
が
出
会
い
、
学

友
が
生
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

通
教
生
に
は
、
社
会
人
と
し
て

活
躍
し
な
が
ら
2
回
目
の
大
学
卒

業
を
目
指
す
方
も
多
く
、
ま
た
大

学
院
進
学
を
見
据
え
て
学
ば
れ
る

方
、
若
い
専
業
学
生
の
方
、
定
年

退
職
後
に
生
涯
教
育
と
し
て
学
ば

れ
る
方
等
、
年
代
や
背
景
は
様
々

で
す
が
、
皆
さ
ま
意
欲
的
に
学
生

生
活
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
法
政
大
学
通
信

教
育
部
を
縁
と
し
た
学
友
同
士

が
、
卒
業
後
も
末
永
く
母
校
に
貢

献
し
、
ま
た
卒
業
生
の
皆
さ
ま
が

親
睦
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

場
を
提
供
し
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
通
友
会
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
公
認
パ
ー
ト
ナ
ー
組

織
と
し
て
温
か
く
通
友
会
を
迎
え

入
れ
て
頂
い
た
法
政
大
学
校
友
会

に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

終
息
し
た
の
ち
、
Ｈ
Ｐ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
を
活
用
し
、
広
く
活
動
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
広
報
担
当

扇
野
優
子
）

『企業と社会が見える 経営学概論』
井上秀次郎・安達房子編

企業・経営に関わ
る話題が毎日のニュ
ース・社会問題とし
て取り上げられない
日はない。本書は、
こうした企業・経営
問題に、学説史やテ
ィラー、フォードな
ど生産管理の歴史的
発展といった経営学
の基礎から、経営組

織・経営戦略・生産システム・人的資源
管理の各論、ＧＡＦＡ、グローバル化、
企業の社会的責任など、最新の諸問題ま
で包括する入門書である。

井上 秀次郎 編
（69年社会学部卒）

京都経済短期大学名誉教授
元愛知東邦大学経営学部教授
出版社 :大 月 書 店
発 行 :2019年10月

『シャガクに訊け！』
社会学部一人気の
ない“上庭ゼミ”に
入った松岡えみる
は、上庭先生の学生
相談室の補佐をする
ことに。サークル内
の友人関係に悩んで
いるえみるは、学生
たちの人間関係の悩
みに親身に耳を傾け
る。上庭先生は評判

とは違い社会学の知識をもって思いもよ
らぬ解釈をみせ、えみるはすっかり社会
学の虜になるが ？
コミュ障で根暗な社会心理学講師と、
おひとよしで責任感の強い女子大生コン
ビによる、人生相談室、開幕！
大石 大 著（06年社会学部卒）

第22回ボイルドエッグズ新人賞を受賞し
作家デビュー

出版社 :光 文 社
発 行 :2019年10月

通
信
教
育
部
校
友
会

通
信
教
育
部
校
友
会

２
０
２
０
年
３
月
１
日

設
立
総
会
開
催

こ い は ち

瀧川鯉八師匠

真打昇進真打昇進
卒業生パートナー紹介SERIES
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まるおか・つとむ
１９４８年２月２０日 愛知県名古屋市出身
愛知県立旭丘高等学校を経て、法政大学法
学部法律学科卒。NPO法人フレンドシップ
・コンサート代表理事。この法人は青少年、
高齢者、障害者および広く一般市民に対し
て、ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団
団員等の協力を得て、全国に質の高い音楽
を提供する演奏会の企画および他団体との
協力による演奏会を制作して、音楽を通じ
た幅広い交流を行っている。

――まず、NPO法人フレンドシップ・コ
ンサートが、どんな活動をなさっているか
を伺います

ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団団
員などの協力を得て、1年に全国各地で50
回程度のコンサートを開催しています。
会場は、東京のサントリーホールや芸術

劇場といった大きなものから、小学校の教
室までさまざまです。
またプログラムも2時間と1時間のもの

があり、これは目的によって分けています。
例えば、高齢者の方に聴いていただくとき
には疲れないように1時間とか。
内容としては、ベートーベンやシューベ

ルトといったクラッシックのプログラムだ
けのものから、クラッシック1曲とよく知
られているポップスを、組み合わせたりし
ています。石川さゆりさんの「天城越え」
を演奏したこともありますよ。
無償で伺うこともあります。例えば、学

校で予算はないけど、ぜひ、生徒に質の高
い音楽を聴かせたいというところには、そ
の地域を回るツアーの日程とうまく合え
ば、ツアーの合間を縫って、コンサートに
出かけたりしています。

――東日本大震災をきっかけに被災地応
援ツアーをなさっているそうですね

東日本大震災が起こった翌年である2012
年の冬には、東日本大震災被災地応援ツア
ーをボランティアとして行いました。
この年には12か所でやりました。スポン
サーに、今のジョイコムがなってくれまし
た。そしてウエスティンホテル仙台が場所
を提供してくれました。
2014年には、NPO法人フレンドシップ・

コンサートが単独で、寄付を受けながら行
いました。この年以降は、毎年ツアーとし
て定着しています。
2019年にはＪヴィレッジで福島県楢葉町
演奏会を開催しました。
話が前後しますが、2011年の秋のツアー
は福島第一原子力発電所事故による放射能
の問題もあり、予定していたウィーン・ザ
イフェルト弦楽四重奏団の来日が中止にな
りました。この年のコンサートは、あきら
めざるを得ないかと思っていたのですが、
ダニエル・ゲーデさんが助けてくれたので
す。この方はウィーン・フィルのコンサー
トマスターを務めた人で、2000年からニュ
ルンベルク音楽大学教授として、後輩の指
導をしている世界的に著名なヴァイオリニ
ストです。

――NHKの「奇跡のレッスン」に出られ
た方ですね

はい。彼に電話で、ウィーン・ザイフェ
ルト弦楽四重奏団の訪日がキャンセルにな
ったことを伝えると、自ら「日本に行く」
と言ってゲーデ弦楽四重奏団を率いて来日
しました。
ヨーロッパの人々は旧ソ連のチェルノブ
イリ原発事故以来、放射能には大変に敏感
になっていますが、ダニエルさんの奥さん
が後押しをしてくれました。彼女は中国人
で、音楽家の家に生まれ英才教育を受けて
育ちました。しかし「文化大革命」で知識
人の弾圧に遭い、大変な苦労をしていて、
その経験から、人が困っているときは助け
るべきだ、という信念を持っていたのです。
また被災地応援ツアーは、東日本大震災
だけでなく、阪神淡路大震災のときも行っ
ています。神戸の長田消防署などで、神戸

のジュニアオーケストラとジョイントした
りして、10年ぐらい続きました。
このように年間のスケジュールとして

は、秋に40日間の通常のコンサート、3月
には東日本大震災被災地応援ツアーを2週
間程度、行っています。
通常のツアーは、大学などでは、玉川大

学、聖学院大学、自由学園、旭川明成高等
学校などで演奏会を開催しています。
それに、縁があって友人からのお誘いが

あり、全国17か所にある高齢者マンション
のサンシティで、入居者と一般の人々のた
めのコンサートが続いています。
名古屋市長表敬演奏会というのもありま

すし、各地の有志がそれぞれの地域で演奏
会を催してくれています。

――音楽には大学在学中から興味を

いいえ。大学在学中は家庭教師をやって
いました。その後、就職をせず東京の中野
区で塾を立ち上げて経営しています。
音楽に興味を持ったのは、比較的遅く20

代半ばのことです。

――なぜ自分で演奏会ツアーを組もうと

それは1986年に妻と二人、オーストリア
のウィーンを訪れたときに始まります。オ
リエント急行で、ロンドン、パリ、ベニス
と旅しました。そこから足を延ばしてウィ

ーンに9月1日に入りました。
市内を散策している折、たまたまウィー

ン楽友協会の近くで、ヴァイオリンを持つ
若者2人と出会い、記念写真を撮ったの
です。
そのときは挨拶して別れたのですが、翌

年の春、ウィーン・フィルが来日し、サン
トリーホールで演奏しました。聴きに行く
と、なんとウィーンで会った2人が出てい
て、ギュンター・ザイフェルトとエーリッ
ヒ・シャゲレルというヴァイオリニストだ
と判明しました。
それで、公演の最終日にウィーンで撮っ

た写真とお土産を持って休憩時間に二人を
訪ねました。そして名刺交換して交流が始
まったのです。
彼等は、そのころウィーン・フィルのメ

ンバーとしてや、室内楽のグループとして
年に2、3回来日していました。私も当時
は、年2回ぐらいウィーンに行っていまし
た。
つまり、彼等と2、3か月に1回会って

いたことになります。
そうこうするうちに、89年の秋、彼等が

オペラ公演で来日しました。このときは1
か月以上公演が続いたので、休みも当然あ
り、休みを使って丸岡のためにコンサート
を行おうと言ってくれました。89年11月3
日、東京・田園調布の友人宅でウィーン・
ザイフェルト弦楽四重奏団が、ハイドンの
「狩」およびドヴォルザークの「アメリカ」
を奏でました。
これがフレンドシップ・コンサートの始

まりとなったのです。

※コンサート開催を希望される方は下記に
ご連絡ください。npo.fc@mbn.nifty.com

ゲーテ兄弟と

思
え
ば
遠
く
に
来
た
も
ん

だ
。
法
大
卒
業
し
て
45
年
。
仲

間
と
立
ち
上
げ
た
サ
ー
ク
ル

「
推
理
小
説
研
究
会
」が
縁
で
、

小
さ
な
出
版
社
の
編
集
者
に
。

そ
の
縁
で
広
告
・
Ｐ
Ｒ
の
仕
事

に
就
き
、
日
本
全
国
・
世
界
各

地
を
巡
り
、
味
の
世
界
の
奥
深

さ
に
魅
了
さ
れ
、
54
歳
で
、
東

京
の
西
荻
窪
で
「
み
ち
の
く
ら

さ
ん
」
と
い
う
小
さ
な
居
酒
屋

を
始
め
て
13
年
。

今
も
ご
縁
で
、
日
本
酒
好
き

な
お
客
さ
ん
達
と
、
東
北
各
地

の
酒
蔵
を
年
に
一
度
巡
っ
て
い

ま
す
。

思
う
と
、
人
々
と
の
縁
が
今

の
私
を
創
っ
て
く
れ
た
、
と
い

っ
て
も
、
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。「

食
材
が
あ
れ
ば
何
で
も
作

り
ま
す
よ
」
が
店
の
モ
ッ
ト
ー

で
、
お
客
さ
ん
と
の
会
話
か
ら

生
ま
れ
た
不
思
議
な
メ
ニ
ュ
ー

の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
。
大
変
な
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
楽
し
い
日

々
で
す
。

さ
て
、
人
気
メ
ニ
ュ
ー
「
タ

イ
タ
ニ
ッ
ク
豆
腐
」
っ
て
分
か

り
ま
す
か
？

※
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
＝
炊
い
た

肉
＝
肉
豆
腐
で
す
！

経
済
学
部
を
卒
業
後
、
ソ
ニ

ー
で
商
品
企
画
や
営
業
を
担
当

し
、
飲
食
業
と
出
会
っ
た
の
は

ソ
ニ
ー
で
運
営
し
て
い
た
銀
座

マ
キ
シ
ム
・
ド
・
パ
リ
で
し
た
。

25
年
以
上
ソ
ニ
ー
で
勤
め
た

後
、
ず
っ
と
飲
食
に
興
味
を
抱

い
て
い
た
私
は
大
手
居
酒
屋
チ

ェ
ー
ン
大
庄

（
庄
や
グ
ル
ー

プ
）に
転
職
し
、

本
部
と
慣
れ
な

い
現
場
で
悪
戦

苦
闘
の
日
々
を

送
り
ま
し
た
。

現
在
は
渋
谷
の

株
式
会
社
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
と
い

う
Ｉ
Ｔ
企
業
の

顧
問
を
し
つ

つ
、
飲
食
業
に

お
い
て
も
サ
ポ

ー
ト
し
て
お
り

ま
す
。

今
思
う
こ
と
は
、
飲
食
ビ
ジ

ネ
ス
は
豊
か
な
人
生
の
た
め
に

は
必
須
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。
例
え
ば
、
映
像
は
残
っ

て
い
な
く
て
も
年
月
が
経
っ
て

も
、
い
つ
誰
と
ど
こ
で
何
を
食

べ
な
が
ら
こ
ん
な
こ
と
を
話
し

た
な
と
か
、
旅
に
出
か
け
て
、

い
つ
誰
と
こ
ん
な
所
へ
行
っ
て

地
の
物
を
食
べ
た
よ
な
と
い
う

良
い
思
い
出
が
で
き
ま
す
。
飲

食
業
の
面
白
さ
は
、
飲
食
を
通

し
て
人
の
記
憶
を
繋
ぎ
、
日
本

の
み
な
ら
ず
全
世
界
の
食
材
の

生
産
者
と
の
橋
渡
し
的
な
重
要

な
役
割
を
自
ら
果
た
し
て
い
け

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

大
学
を
卒
業
し
て
、
飲
食
ビ

ジ
ネ
ス
を
核
に
し
て
、生
産
者
、

流
通
、
卸
、
利
用
者
の
立
場
か

ら
多
く
の
校
友
と
の
繫
が
り
を

再
構
築
さ
れ
た
こ
と
が
、
自
ら

の
今
後
の
行
動
の
糧
と
な
っ
て

い
ま
す
。

左：本人 中：マキシム・ド・パリ元総支配人 右：鳥貴族社長

縁
こ
そ
が
人
生
の
喜
び

居
酒
屋「
み
ち
の
く
ら
さ
ん
」経
営
・
店
主

欧州の質の高い室内楽を全国に、被災地に

高
橋

秀
博

’75
年
文
学
部

日
本
文
学
科
卒

ソ
ニ
ー
か
ら
飲
食
ビ
ジ
ネ
ス
界
に
転
身

食
を
通
じ
た
校
友
と
の
繋
が
り
が
人
生
を
豊
か
に

こつこつと己の道を歩む人が多い――校友会報に携わって、校友のみなさん
にお会いしての感想です。今回インタビューをお願いした丸岡努さんも、その一
人です。丸岡さんは、欧州から室内楽団を招聘して、各地で演奏会をプロデュー
スするNPO法人の代表理事を務めています。特に東日本大震災の被災地には、
毎年ボランティアとしてコンサートツアーを組むそうです。生業を音楽とする
に至るまでの物語をお話願いました。（聞き手・桑原政昭 写真提供・丸岡努）

高
桑

亨

NPO法人フレンドシップ・コンサート代表理事 丸岡 努さん

㈱
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

’81
年
経
済
学
部
卒

INTERVIEW 卒業生訪問
こんにちは！



AUG.01.2020ISSUE：137

2
0
2
2
年
で
1
0
0
周
年

を
迎
え
る
法
政
大
学
弓
道
部
。

各
方
面
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る

中
、
常
に
好
成
績
を
残
し
続
け

て
い
る
弓
道
部
の
強
さ
に
つ
い

て
、
石
川
監
督
に
伺
っ
た
。

「
弓
道
は
、
本
当
に
不
思
議

な
ス
ポ
ー
ツ
で
、
高
校
時
代
に

良
い
成
績
を
残
し
た
選
手
が
、

大
学
で
も
同
じ
よ
う
に
良
い
成

績
を
収
め
ら
れ
る
か
と
い
う
と

必
ず
し
も
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
逆
に
一
般
か
ら
入
部
し
た

学
生
が
、
成
績
を
伸
ば
し
て
い

く
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
常
に
上
達
し
て
い
く
た
め

に
は
、
く
じ
け
な
い
気
持
ち
を

持
ち
続
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
私
が
『
こ
こ

を
も
っ
と
こ
う
し
て
』
と
技
術

の
指
導
を
し
た
と
こ
ろ
で
、
簡

単
に
結
果
に
は
繋
が
り
ま
せ

ん
。
ス
ラ
ン
プ
は
誰
に
で
も
あ

り
ま
す
の
で
、
試
合
前
に
は
ど

ん
な
気
持
ち
で
挑
む
か
な
ど
精

神
面
で
の
指
導
を
学
生
た
ち
に

伝
え
て
い
ま
す
」

敵
は
自
分
自
身
！

監
督
が
学
生
だ
っ
た
頃
に
は

私
語
厳
禁
の
厳
し
い
練
習
環
境

だ
っ
た
が
、
最
近
は
選
手
同
士

で
励
ま
し
合
う
な
ど
、
練
習
中

も
笑
顔
が
溢
れ
る
雰
囲
気
だ
と

い
う
。
大
正
、
昭
和
、
平
成
、

そ
し
て
令
和
へ
の
思
い
を
つ
な

ぐ
弓
道
部
の
今
後
に
つ
い
て
伺

っ
た
。

「
学
生
た
ち
に
は『
新
し
い
1

ペ
ー
ジ
を
作
ろ
う
』
と
伝
え
て

い
ま
す
。
我
々
の
部
の
モ
ッ
ト

ー
で
も
あ
る『
楽
し
く
・
厳
し
く

・
真
剣
に
』を
大
切
に
試
合
に
臨

め
ば
、
結
果
は
自
ず
と
つ
い
て

く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
の

大
学
も
優
勝
し
た
い
気
持
ち
は

同
じ
。
誰
か
に
勝
つ
と
い
う
思

い
よ
り
も
、
自
分
自
身
の
中
に

い
る
敵
に
勝
っ
て
欲
し
い
。
全

関
東
の
よ
う
に
ア
リ
ー
ナ
で
行

わ
れ
る
試
合
は
一
般
の
方
に
も

見
て
い
た
だ
け
る
機
会
で
す
の

で
、
息
を
飲
む
よ
う
な
集
中
し

た
試
合
を
ご
覧
い
た
だ
け
た
ら

嬉
し
い
で
す
。監
督
と
し
て
は
、

学
生
と
い
う
よ
り
も
ひ
と
り
の

大
人
の
人
間
と
し
て
学
生
た
ち

と
接
し
て
い
き
な
が
ら
、
自
主

性
を
持
っ
た
人
間
、
影
日
向
の

な
い
人
間
を
育
て
、
い
ず
れ
社

会
に
出
た
時
に
弓
道
部
で
学
ん

だ
こ
と
を
活
か
し
て
く
れ
た
ら

と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
」

現
在
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
、
様
々
な
ス
ポ

ー
ツ
が
十
分
な
活
動
を
で
き
て

い
な
い
。
す
ぐ
に
コ
ロ
ナ
以
前

と
同
じ
状
況
に
な
る
こ
と
は
難

し
い
が
、
弓
道
を
通
じ
て
成
長

し
た
選
手
た
ち
は
、
こ
う
い
っ

た
状
況
に
も
対
応
し
、
様
々
な

分
野
で
活
躍
し
て
く
れ
る
だ
ろ

う
。
引
き
続
き
今
後
の
弓
道
部

の
活
動
に
注
目
し
て
い
き
た

い
。

弓
道
の
基
本
「
射
法
八
節
」
と

流
派
に
つ
い
て

弓
道
は
、
日
本
の
武
道
の
ひ

と
つ
。
弓
道
で
、
矢
を
射
る
際

の
八
つ
の
基
本
動
作
を
「
射
法

八
節
」
と
い
い
ま
す
。
こ
こ
で

は
、
弓
道
の
基
本
と
も
い
え
る

射
法
八
節
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

射
法
八
節

①
足
踏
み
②
胴

造
り
③
弓
構
え
④
打
起
し
⑤
引

分
け
⑥
会
⑦
離
れ
⑧
残
心
（
ざ

ん
し
ん
）

弓
道
を
見
た
こ
と
が
な
い
と

い
う
方
は
、
こ
の
射
法
八
節
に

注
目
し
な
が
ら
観
覧
し
て
み
る

の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
弓
道
に
は
い
く
つ
か
の

流
派
が
あ
り
、
大
き
く
分
け
る

と
正
面
か
ら
打
起
こ
す
流
派
と

斜
面
か
ら
打
起
こ
す
流
派
の
2

つ
に
分
け
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

ち
な
み
に
法
政
大
学
は
、
斜
面

か
ら
打
起
こ
す
「
日
置
（
へ
き
）

流
」
を
大
学
の
流
派
と
し
て
い

ま
す
。（
聞
き
手

高
見
佳
宏
）

2
0
1
8
年
に
は
主
要
5
大
会
の
う
ち
四
冠
を
果
た
し
、

昨
年
行
わ
れ
た
第
67
回
全
日
本
学
生
弓
道
王
座
決
定
戦
に
も

3
年
連
続
15
回
目
の
優
勝
。
今
回
は
弓
道
部
の
監
督
を
務
め

る
石
川
監
督
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

石石
川川

賢賢
治治
監監
督督

ププ
ロロ
フフ
ィィ
ーー
ルル

中
学
ま
で
は
剣
道
を
や
っ
て

い
た
が
、
千
葉
県

成
田
高
校

に
進
学
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
弓
道
を
始
め
る
。
自
宅
に
弓

道
の
簡
易
練
習
場
が
あ
り
、
幼

い
頃
か
ら
親
御
さ
ん
の
弓
を
見

て
い
た
。
未
経
験
で
も
着
実
に

成
績
を
残
し
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

出
場
も
経
験
。
高
校
3
年
生
の

時
に
、
自
身
の
高
校
に
春
季
合

宿
に
や
っ
て
き
た
法
政
大
学
の

先
輩
に
影
響
を
受
け
進
学
を
決

意
。
大
学
進
学
後
も
厳
し
い
練

習
を
重
ね
、
大
学
時
代
に
も
好

成
績
を
残
し
た
。
2
0
1
5
年

か
ら
法
政
大
学
弓
道
部
の
監
督

に
就
任
。

（
法
学
部
法
律
学
科
74
年
度
卒
）

法
政
大
学
中
学
・
高
校
そ
し

て
、
法
政
大
学
1
9
6
0
年
経

済
学
部
卒
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
、
ジ
ャ
ッ
キ
ー
吉
川
と
ブ
ル

ー
コ
メ
ッ
ツ
の
リ
ー
ダ
ー
、
ジ

ャ
ッ
キ
ー
吉
川
（
本
名
＝
板
岡

公
一
）
さ
ん
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

・
ウ
イ
ル
ス
渦
中
の
4
月
20
日
、

循
環
器
虚
血
性
心
疾
患
の
た
め

亡
く
な
っ
た
。
名
曲
「
ブ
ル
ー

シ
ャ
ト
ウ
」
で
、
一
世
を
風
び

し
た
法
政
Ｏ
Ｂ
の
芸
能
界
レ
ジ

ェ
ン
ド
の
ひ
と
り
と
い
え
る
人

で
、東
京
都
八
王
子
市
生
ま
れ
、

81
歳
だ
っ
た
。

「
ブ
ル
ー
シ
ャ
ト
ウ
」は
、力

強
い
ド
ラ
ム
ソ
ロ
で
始
ま
る
Ｇ

Ｓ（
グ
ル
ー
プ
サ
ウ
ン
ズ
）の
名

曲
。
そ
の
ド
ラ
ム
を
叩
い
て
い

た
人
が
、
ジ
ャ
ッ
キ
ー
吉
川
と

ブ
ル
ー
コ
メ
ッ
ツ
の
リ
ー
ダ
ー

・
ジ
ャ
ッ
キ
ー
吉
川
さ
ん
だ
っ

た
。「
ブ
ル
ー
シ
ャ
ト
ウ
」
で
日

本
レ
コ
ー
ド
大
賞
（
1
9
6
7

年
）を
受
賞
し
、紅
白
歌
合
戦
に

も
出
場
（
1
9
6
6
年
か
ら
3

年
連
続
）
し
、
日
本
の
ポ
ッ
プ

ス
界
の
1
ペ
ー
ジ
を
飾
っ
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
ス
テ
ィ

ッ
ク
さ
ば
き
な
の
に
、
い
つ
も

ニ
コ
ニ
コ
と
温
和
な
人
柄
だ
っ

た
。
初
代
ブ
ル
ー
コ
メ
ッ
ツ
が

輝
か
し
い
ヒ
ッ
ト
曲
を
連
発
し

て
、
解
散
し
た
後
も
才
能
の
あ

る
若
手
の
歌
手
や
ミ
ュ
ー
ジ
シ

ャ
ン
を
発
掘
し
音
楽
活
動
を
続

け
た
。
以
後
「
ニ
ュ
ー
・
ブ
ル

ー
コ
メ
ッ
ツ
」と
し
て
も
活
動
。

2
0
1
3
年
に
は
脳
溢
血
を
克

服
し
て
、
初
代
ブ
ル
ー
コ
メ
ッ

ツ
を
再
結
成
。
全
国
を
コ
ン
サ

ー
ト
ツ
ア
ー
し
て
、
各
地
で
Ｇ

Ｓ
フ
ァ
ン
を
沸
か
せ
て
い
た
。

ジ
ャ
ッ
キ
ー
さ
ん
が
学
生
時

代
を
過
ご
し
た
1
9
6
0
年
代

前
後
の
法
政
大
学
は
、
東
京
六

大
学
野
球
リ
ー
グ
で
も
暴
れ
ま

く
っ
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。
山

本
一
義
さ
ん（
広
島
商
―
広
島
、

近
鉄
―
ロ
ッ
テ
）や
、山
崎
正
之

さ
ん（
法
政
一
―
巨
人
―
東
映
）

ら
を
擁
し
、
1
9
6
0
年
春
季

リ
ー
グ
戦
で
12
年
ぶ
り
7
度
目

の
優
勝
。
そ
の
年
の
全
日
本
大

学
野
球
選
手
権
大
会
で
も
初
優

勝
を
飾
っ
た
。
こ
の
年
を
機
に

以
後
1
9
7
0
年
の
前
後
に
、

田
淵
幸
一
・
山
本
浩
二
・
富
田
勝

の
「
法
政
三
羽
ガ
ラ
ス
」
と
呼

ば
れ
た
�
強
い
法
政
時
代
�
へ

と
続
く
基
盤
を
作
る
エ
ポ
ッ
ク

メ
イ
キ
ン
グ
な
年
と
な
っ
た
。

今
年
の
六
大
学
野
球
は
例
年

の
春
の
リ
ー
グ
戦
開
催
が
混
迷

し
た
。
ジ
ャ
ッ
キ
ー
さ
ん
も
苦

笑
い
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
ジ
ャ
ッ
キ
ー
さ
ん
の
音
楽

へ
の
気
脈
は
生
き
続
け
て
い

る
。
法
政
出
身
の
歌
手
・
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
も
大
勢
い
る
。「
愛

は
勝
つ
」の
Ｋ
Ａ
Ｎ
さ
ん
、（
城

南
高
、社
会
学
部
）「
飛
ん
で
イ

ス
タ
ン
ブ
ー
ル
」
の
庄
野
真
代

さ
ん
（
東
淀
川
、
人
間
環
境
学

部
）
ら
の
ほ
か
最
近
で
は
、
歌

心
も
あ
る
女
優
・
高
畑
充
希
さ

ん
（
堀
越
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
学
部
＝
休
学
中
）ら
が
続
く
。

さ
ら
に
、
1
9
8
0
年
代
に

徳
間
ジ
ャ
パ
ン
か
ら
デ
ビ
ュ
ー

し
た
バ
ン
ド「
い
ち
ご
ジ
ャ
ム
」

や
、
1
9
8
4
年
レ
コ
ー
ド
大

賞
新
人
賞
を
獲
得
し
た
バ
ン
ド

「
サ
リ
ー
」（
三
ツ
矢
サ
イ
ダ
ー

Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ
「
バ
ー
ジ
ン
ブ
ル

ー
」）ら
が
お
り
、
こ
れ
ら
の
バ

ン
ド
は
文
化
連
盟
の
作
詞
作
曲

研
究
会
（
後
に
解
散
）
と
い
う

タ
レ
ン
ト
集
団
の
出
身
者
だ
っ

た
。ジ

ャ
ッ
キ
ー
吉
川
さ
ん
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
、
ジ
ャ
ッ
キ

ー
さ
ん
ら
が
残
し
て
歌
い
継
が

れ
る
「
ブ
ル
ー
シ
ャ
ト
ウ
」
と

と
も
に
、
「
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
」
よ

永
遠
に
！
と
願
わ
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
。

元
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ッ
ポ
ン
新
聞
社

編
集
委
員

横
川

喜
一

（
72
年
文
学
部
卒
）

〈
春
の
叙
勲
受
章
者
〉

瑞
宝
中
綬
章

白
井
五
郎
氏
法
政
大
学
名
誉
教

授

瑞
宝
小
綬
章

岡
島
敏
氏
法
政
大
学
名
誉
教
授

旭
日
双
光
章

野
村
安
忠
氏
現
奈
良
県
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
協
会
会
長
。
67
年
経
・

経
卒
。

〈
新
社
長
〉

○
釧
路
信
用
金
庫

森
村
好
幸
氏
（
も
り
む
ら
・
よ

し
ゆ
き
）
80
年
経
済
学
部
卒
。

北
海
道
出
身
。19
年
6
月
就
任
。

○
ヤ
マ
ト
シ
ス
テ
ム
開
発

阿
波
誠
一
氏
（
あ
わ
・
せ
い
い

ち
）
93
年
社
会
学
部
卒
。

熊
本
県
出
身
。20
年
3
月
就
任
。

○
ジ
ェ
イ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

眞
野
定
也
氏（
ま
の
・
さ
だ
や
）

99
年
経
営
学
部
卒
。
静
岡
県
出

身
。
20
年
3
月
就
任
。

○
協
栄
産
業

平
澤
潤
氏
（
ひ
ら
さ
わ
・
じ
ゅ

ん
）
92
年
社
会
学
部
卒
。
東
京

都
出
身
。
20
年
4
月
就
任
。

○
高
知
新
聞

中
平
雅
彦
氏
（
な
か
ひ
ら
・
ま

さ
ひ
こ
）
80
年
文
学
部
卒
。
高

知
県
出
身
。
20
年
4
月
就
任
。

○
ヨ
ン
ド
シ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス

廣
田
亨
氏（
ひ
ろ
た
・
と
お
る
）

81
年
経
営
学
部
卒
。
広
島
県
出

身
。
20
年
5
月
就
任
。

○
ス
ル
ガ
銀
行

嵯
峨
行
介
氏
（
さ
が
・
こ
う
す

け
）
87
年
法
学
部
卒
。
北
海
道

出
身
。
20
年
6
月
就
任
。

○
名
糖
産
業

三
矢
益
夫
氏
（
み
つ
や
・
ま
す

お
）
82
年
経
営
学
部
卒
。
愛
知

県
出
身
。
20
年
6
月
就
任
。

○
サ
ク
サ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

磯
野
文
久
氏
（
い
そ
の
・
ふ
み

ひ
さ
）
86
年
工
学
部
卒
。
東
京

都
出
身
。
20
年
6
月
就
任
。

○
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

若
林
克
昌
氏
（
わ
か
ば
や
し
・

か
つ
よ
し
）87
年
経
営
学
部
卒
。

東
京
都
出
身
。20
年
6
月
就
任
。

〈
市
長
〉

○
山
口
県
岩
国
市
長

福
田
良
彦
氏
（
ふ
く
だ
・
よ
し

ひ
こ
）
94
年
法
学
部
卒
業
。
20

年
2
月
〜
4
期
目
。

○
石
川
県
か
ほ
く
市
長

油
野
和
一
郎
氏
（
あ
ぶ
ら
の
・

わ
い
ち
ろ
う
）
72
年
経
済
学
部

卒
。
20
年
4
月
〜
5
期
目
。

○
宮
城
県
名
取
市
長

山
田
司
郎
氏
（
や
ま
だ
・
し
ろ

う
）
86
年
文
学
部
卒
業
。
20
年

7
月
〜
2
期
目
。

〈
訃
報
〉

・
高
橋
勇
治
氏
（
経
・
経
卒
）

14
年
10
月
14
日
没

享
年
69
歳

・
明
石
志
行
氏
（
法
・
政
卒
）

14
年
11
月
25
日
没

享
年
74
歳

・
川
辺
稔
氏
（
経
・
経
卒
）
16

年
没

享
年
86
歳

・
林
博
氏
（
文
・
日
文
卒
）
17

年
9
月
没

享
年
82
歳

・
古
家
時
雄
氏
（
営
・
営
卒
）

18
年
没

享
年
68
歳

・
田
辺
晴
道
氏
（
経
・
商
卒
）

19
年
3
月
10
日
没

享
年
88
歳

・
椿
邦
良
氏
（
法
政
二
高
卒
）

19
年
5
月
29
日
没

享
年
83
歳

・
山
田
嘉
昭
氏
（
熱
海
支
部
長

営
・
営
卒
）
19
年
7
月
30
日

没

享
年
75
歳

・
宮
本
幸
勇
氏
（
経
・
商
卒
）

19
年
9
月
23
日
没

享
年
83
歳

・
守
屋
禎
夫
氏
（
法
・
法
卒
）

19
年
10
月
26
日
没

享
年
66
歳

・
嶋
田
光
博
氏
（
元
徳
島
県
校

友
会
会
長

法
・
法
卒
）
19
年

11
月
20
日
没

享
年
74
歳

・
水
落
功
氏
（
文
学
部
同
窓
会

副
会
長

文
・
英
卒
）
19
年
11

月
21
日
没

享
年
81
歳

・
清
水
彰
一
氏
（
福
井
県
校
友

会
顧
問

法
・
法
卒
）
19
年
11

月
24
日
没

享
年
82
歳

・
小
倉
孝
夫
氏
（
元
東
東
京
法

友
会
会
長

経
・
経
卒
）
19
年

12
月
没

享
年
82
歳

・
宮
崎
圭
司
氏
（
社
・
社
卒
）

20
年
2
月
10
日
没

享
年
76
歳

・
土
井
一
彦
氏
（
成
田
法
友
会

会
長

経
・
経
卒
）
20
年
2
月

18
日
没

享
年
72
歳

・
本
間
周
一
氏
（
営
・
営
卒
）

20
年
2
月
没

享
年
72
歳

・
黒
田
克
忠
氏
（
経
・
経
卒
）

20
年
3
月
2
日
没

享
年
76
歳

・
古
市
實
氏
（
旧
制
経
済
卒
）

20
年
3
月
13
日
没

享
年
97
歳

・
田
口
裕
吉
氏
（
経
済
学
部
同

窓
会
副
会
長

経
・
経
卒
）
20

年
3
月
16
日
没

享
年
76
歳

・
二
川
盾
彦
氏
（
法
・
法
卒
）

20
年
4
月
13
日
没

享
年
80
歳

・
菊
池
清
仲
氏（
工
・
機
工
卒
）

20
年
4
月
17
日
没

享
年
87
歳

・
松
田
利
之
氏
（
校
友
会
理
事

・
元
校
友
連
合
会
副
会
長

経

・
経
卒
）
20
年
5
月
6
日
没

享
年
79
歳

・
小
松
茂
治
氏
（
工
・
経
営
工

卒
）
20
年
5
月
24
日
没

享
年

86
歳

・
菊
井
利
孝
氏
（
経
・
経
1
9

5
6
年
卒
）
没
年
不
明

・
森
田
忠
男
氏
（
社
・
応
1
9

5
6
年
卒
）
没
年
不
明

・
前
田
太
樹
氏
（
社
・
社
1
9

8
0
年
卒
）
没
年
不
明

・
友
寄
景
勝
氏
（
経
・
経
1
9

7
0
年
卒
）
松
戸
支
部

没
年

不
明

・
鈴
木
良
平
氏
（
工
学
部
名
誉

教
授
）
20
年
3
月
16
日
没

享

年
84
歳

・
堀
内
行
藏
氏
（
人
間
環
境
学

部
名
誉
教
授
）
20
年
3
月
25
日

没

享
年
74
歳

・
池
田
浩
一
氏
（
法
学
部
名
誉

教
授
）
20
年
4
月
8
日
没

享

年
98
歳

※
新
年
号
賀
詞
広
告
訂
正

法
政
会
計
人
会
会
長

（
誤
）
髙
田

佳
男

様

（
正
）
髙
田

住
男

様

「
ブ
ル
ー
シ
ャ
ト
ウ
」と「
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
」は
永
遠
に
！

経
済
学
部
Ｏ
Ｂ
ジ
ャ
ッ
キ
ー
吉
川
さ
ん
が
死
去

「楽しく」「厳しく」「真剣に」
法政大学 体育会 弓道部
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2
0
1
1
年
6
月
1
日
、
学

生
の
発
案
に
よ
り
前
例
の
な
い

寄
付
金
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

目
的
は
、
日
本
赤
十
字
社
を

通
じ
て
東
日
本
大
震
災
の
復
興

を
支
援
す
る
た
め
で
す
。
こ
の

義
援
金
活
動
の
画
期
的
な
と
こ

ろ
は
、
当
事
者
の
学
生
た
ち
が

卒
業
し
て
も
そ
の
意
志
は
継
続

さ
れ
、
長
期
間
に
わ
た
り
被
災

地
を
支
援
で
き
る
こ
と
で
す
。

ま
さ
に
校
歌
に
あ

る「
進
取
の
気
象
」

の
持
ち
主
は
、
木

村
拓
也
さ
ん
（
フ

ジ
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
、
法
学
部

卒
）、小
野
結
理
さ

ん
（
角
川
書
店
、

文
学
部
卒
）
、
村

山
航
太
さ
ん
（
読

売
新
聞
社
記
者
、

経
営
学
部
卒
）
の

3
人
で
、
第
1
回

「
自
由
を
生
き
抜

く
実
践
知
」
大
賞
を
受
賞
し
た

自
主
マ
ス
コ
ミ
講
座
の
出
身
で

す
。3

人
は
、
当
時
「
被
災
者
の

方
々
に
と
っ
て
、
こ
の
2
カ
月

半
は
ど
れ
ほ
ど
の
長
さ
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
」
「
き
っ
と
自
分

た
ち
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る

は
ず
」
と
模
索
し
、
多
く
の
学

友
も
縁
が
あ
る
被
災
地
の
復
興

に
向
け
て
「
小
さ
い
け
れ
ど
、

長
い
お
手
伝
い
が
で
き
な
い

か
」
と
の
思
い
で
、
当
時
の
事

業
室
へ
こ
の
試
み
を
提
案
。
事

務
当
局
や
子
会
社
の
（
株
）
エ

イ
チ
・
ユ
ー
が
迅
速
に
対
応
し

て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
仕
組
み

が
完
成
し
ま
し
た
。

は
じ
め
は
、
学
内
の
自
動
販

売
機
で
「
法
政
水
」
1
本
に
つ

き
10
円
を
寄
付
す
る
だ
け
の
小

さ
な
一
歩
で
し
た
が
、
こ
の
活

動
を
広
報
誌
『
法
政
』
や
『
法

政
大
学
報
』
が
紹
介
し
た
こ
と

で
、
大
き
な
広
が
り
を
見
せ
、

今
で
は
全
国
の
校
友
会
や
後
援

会
も
各
行
事
に
は
大
量
注
文
す

る
な
ど
で
寄
付
金
額
が
飛
躍
的

に
増
大
し
ま
し
た
。

彼
ら
の
活
動
は
寄
付
金
募
集

だ
け
で
な
く
、
大
震
災
の
年
に

は
、
自
主
マ
ス
コ
ミ
講
座
の
夏

合
宿
で
総
勢
2
0
0
人
が
復
興

支
援
の
た
め
宮
城
に
赴
き
ま
し

た
。
彼
ら
の
支
援
活
動
は
、
現

地
の
テ
レ
ビ
局
や
読
売
新
聞
に

大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

マ
ス
コ
ミ
の
影
響
力
の
大
き

さ
を
肌
で
感
じ
る
と
と
も
に
、

田
ん
ぼ
に
放
置
さ
れ
た
ま
ま
の

漁
船
な
ど
生
々

し
い
津
波
の
爪

痕
を
目
の
当
た

り
に
し
て
、
自

分
た
ち
が
将
来

マ
ス
コ
ミ
界
で

働
く
と
き
の
使

命
が
何
で
あ
る

か
を
考
え
さ
せ

ら
れ
た
そ
う
で

す
。そ

し
て
、今
、

彼
ら
は
そ
れ
ぞ

れ
の
夢
を
実
現

し
、
メ
デ
ィ
ア

の
中
で
そ
の
経

験
を
生
か
し
て

い
ま
す
。

（
広
報
部
会
長

勝
又
秀
雄
）

2
0
1
4
年
4
月
1
日
に
新

た
に
発
足
し
た
一
般
社
団
法
人

法
政
大
学
校
友
会
は
、
定
款
第

3
条
に
「
法
政
大
学
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
」と
定
め
て
い
ま
す
。一
方
で

大
学
は
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ユ

ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
法
政
募
金
と

し
て
、奨
学
金
・
グ
ロ
ー
バ
ル
教

育
支
援
・
教
育
環
境
整
備
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
・
研
究
支
援
等
多

岐
に
わ
た
っ
て
寄
付
金
を
募
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
2
0
1

5
年
、
校
友
会
の
中
に
寄
付
促

進
委
員
会
を
設
置
し
て
、
委
員

長
に
は
小
林
清
宣
副
会
長
、
委

員
は
佐
々
木
郁
夫
副
会
長
（
当

時
）
、
井
上
泰
一
副
会
長
（
当

時
）
、
五
明
公
男
副
会
長
（
当

時
）の
4
氏
を
選
任
し
ま
し
た
。

当
初
は
、
企
業
を
中
心
と
し

て
、
継
続
的
な
寄
付
を
募
る
こ

と
を
考
え
、
広
報
誌
『
法
政
』

が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
こ
と
を

契
機
に
企
業
広
告
ペ
ー
ジ
を
設

け
、
そ
の
収
入
か
ら
経
費
を
差

し
引
い
た
全
額
を
大
学
に
寄
付

す
る
形
で
始
め
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
企
業
を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
に
よ
り
、
寄
付
の
中

心
を
企
業
か
ら
個
人
へ
と
舵
を

切
る
べ
く
、
2
0
1
7
年
か

ら
、
個
人
に
向
け
た
一
般
社
団

法
人
校
友
会
奨
学
金
及
び
東
京

箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走
寄

付
金
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。
寄
付
の
性
格
は
二
つ
に
大

別
さ
れ
、
継
続
的
な
寄
付
と
記

念
事
業
等
を
対
象
に
し
た
時
限

的
な
寄
付
の
双
方
に
対
応
し
て

い
ま
す
。

発
足
当
初
は
牛
歩
の
歩
み
で

し
た
が
、
寄
付
促
進
委
員
会
の

精
力
的
な
働
き
か
け
が
功
を
奏

し
て
、
校
友
会
役
員
一
同
を
動

か
し
始
め
、
卒
業
生
個
人
や
企

業
の
方
々
に
広
く
趣
旨
を
告
知

す
る
と
と
も
に
、
全
国
各
支
部

の
記
念
行
事
な
ど
に
も
足
繁
く

通
っ
て
、
賛
同
を
い
た
だ
く
と

い
う
地
道
な
活
動
が
次
第
に
実

を
結
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。法

政
大
学
校
友
会
は
、
後
輩

の
た
め
に
、母
校
の
た
め
に
、ひ

い
て
は
人
類
全
体
の
幸
福
の
た

め
に
、
寄
付
文
化
の
醸
成
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
広
報
部
会
長

勝

又
秀
雄
）

左から木村さん、小野さん、村山さん

本学出身のフリーアナウンサー（元ＴＢＳ）・生島ヒロシ氏より、この
たび新型コロナウイルス感染症禍に伴う各種支援奨学金に対して校友会を
通しての寄付の申し出があり、7月3日に（株）生島企画室の生島隆代表
取締役（本学卒業生）、田中総長、佐々木校友会会長らの列席のもとに、
九段校舎10階会議室で贈呈式が執り行われました。席上、生島ヒロシ氏は
「コロナ禍の中でも、一所懸命勉学に励んでいる後輩たちのために役立て
ていただきたい」と語り、大学側から感謝状を贈りました。法

政
大
学
へ
の
寄
付
金
は
、
文
部

科
学
省
よ
り
寄
付
金
控
除
の
対
象
と

な
る
証
明
を
受
け
て
お
り
、
税
制
上

の
優
遇
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
寄
付
金
控
除
に
は
税
額
控
除

と
所
得
控
除
が
あ
り
ま
す
。

税
額
控
除
を
利
用
し
た
場
合
、
（
寄

付
金
額
―
2
，0
0
0
円
）×
40
％
が

所
得
税
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
10
万
円
を
大
学
に
寄
付
し

た
場
合
、
4
万
円
近
い
所
得
税
が
控

除
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
控
除
対
象
と
な
る
寄
付
金
額
や
控

除
額
に
は
上
限
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
法
政
大
学
募
金
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

https://bokin.hosei.ac.jp/

後
輩
た
ち
の
支
援
が
で
き
て
、税

金
も
控
除
さ
れ
ま
す
。
母
校
へ
の
寄

付
を
、
ぜ
ひ
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

未
だ
か
つ
て
経
験
し
た
事
の

な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

の
戦
い
。
全
国
校
友
会
の
活
動

が
中
止
や
延
期
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
ワ
ク
チ
ン
も
有
効
な
治
療

薬
も
な
い
現
実
、
ど
の
様
な
形

で
収
束
す
る
か
予
断
を
許
さ
な

い
。
大
学
も
学
生
も
こ
れ
に
負

け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
皆

の
努
力
に
よ
り
上
昇
気
流
に
乗

っ
て
き
た
我
が
母
校
。
2
0
2

0
年
の
実
志
願
者
数
（
1
人
が

複
数
学
部
受
験
し
て
も
1
人
と

カ
ウ
ン
ト
）
は
5
万
2
2
7
6

名
で
全
国
第
1
位
、
の
べ
志
願

者
数
は
5
年
連
続
10
万
名
突

破
。
大
学
、後
援
会
、校
友
会
三

位
一
体
で
団
結
し
、
こ
の
危
機

を
乗
り
越
え
更
に
飛
躍
し
ま
し

ょ
う
。
皆
さ
ま
の
ご
自
愛
を
お

祈
り
致
し
ま
す
。

校
友
会
副
会
長

石
塚

護

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
募
金
９
年
で
３
０
０
万
円
を
超
え
る

大学の一斉休暇8月13日（木）～8月19日（水）に合わせて
事務局もお休みさせていただきます。

生島ヒロシ氏よりコロナ禍対策支援事業に寄付

フ
ジ
テ
レ
ビ
木
村
拓
也
ア
ナ
ら
が
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
寄
付
金
制
度
を
発
案

母校と後輩のために今できること

事務局
だより

各種寄付金で学生や大学、
社会を支える校友会

法人化６年で１億超の寄付

寄付で後輩への支援を！
大学への寄付には税制上
の優遇措置があります

編
集
後
記


